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市
役
所
で
の
市
・
府
民
税
、
所

得
税
の
申
告
受
け
付
け
が
始
ま
り

ま
す
。
会
場
や
日
程
は
下
表
の
と

お
り
。
西
支
所
で
は
、
市
・
府
民

税
申
告
の
み
受
け
付
け
。

　
市
役
所
で
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
２
月
12
日
㈭
～
20
日
㈮
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。
23
日
㈪
以
降

は
市
・
府
民
税
申
告
の
み
受
け
付

け
。

　
な
お
、
２
月
12
日
～
18
日
㈬
は

所
得
税
に
つ
い
て
税
理
士
に
よ
る

相
談
や
受
け
付
け
を
実
施
。
受
付

時
間
は
９
時
30
分
～
12
時
と
13
時

～
16
時
。

  

市
役
所
で
の
申
告
受
け
付
け

受付会場 舞鶴税務署 西支所 市役所（本庁）

受付時間 ９時～ 17時 ９時～ 16時 市・府民税: ９時～ 16時
所得税: ９時30分～ 16時

受付申告書 所得税 市・府民税 所得税 市・府民税 所得税 市・府民税

2/2 月 ●

2/3 火 ●

2/4 水 ●

2/5 木 ●

2/6 金 ●

2/9 月 ●

2/10 火 ●

2/12 木 ● 税理士● ●

2/13 金 ● 税理士● ●

2/16 月 ● ● 税理士● ●

2/17 火 ● ● 税理士● ●

2/18 水 ● ● 税理士● ●

2/19 木 ● ● ● ●

2/20 金 ● ● ● ●

2/23 月 ● ● ● ●

2/24 火 ● ● ● ●

2/25 水 ● ● ● ●

2/26 木 ● ● ● ●

2/27 金 ● ● ● ●

3/2 月 ● ● ● ●

3/3 火 ● ● ● ●

3/4 水 ● ● ● ●

3/5 木 ● ● ● ●

3/6 金 ● ● ● ●

3/9 月 ● ● ● ●

3/10 火 ● ● ● ●

3/11 水 ● ● ● ●

3/12 木 ● ● ● ●

3/13 金 ● ● ● ●

3/16 月 ● ● ● ●

　
昨
年
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を

し
た
人
に
は
申
告
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

　
届
か
な
い
人
や
新
た
に
申
告
が

必
要
に
な
っ
た
人
は
税
務
課
へ
連

絡
を
。

▪
市
・
府
民
税 

申
告
書
の
送
付

　
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
年
間

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
そ

の
ほ
か
の
所
得
が
年
間
20
万
円

以
下
の
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
は
不
要
で
す(

所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
場
合
は
確
定
申
告
が
必

要
）。

　
た
だ
し
、
次
の
人
は
「
市
・
府

民
税
申
告
書
」
を
市
役
所
へ
提
出

す
る
と
市
・
府
民
税
が
減
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
控
除
の
申

告
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

❖
市
・
府
民
税
が
課
税
に
な
る
人

で
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
社
会
保
険
料
控
除

（
納
付
書
・
口
座
振
替
で
支
払
っ
た

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
）、
医
療
費

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
各
種
控
除

の
追
加
変
更
が
あ
る
人

　
な
お
、
個
々
の
所
得
・
控
除
の

状
況
で
申
告
を
さ
れ
て
も
税
額
が

変
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
書
は
で
き
る
限
り
自
分
で

作
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
で
も
提
出

で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
66
・

１
０
２
６
）
へ
。

 

▪
申
告
に
際
し
て
の
お
願
い

▪
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※申告の相談・受け付けは●印のついているところで実施。
【申告受け付けの日程】

  

舞
鶴
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▪
所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
受
け
付
け

　
所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
は
税

務
署
へ
。
申
告
受
け
付
け
の
日
程

は
左
表
で
ご
確
認
を
。

▪
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
ご
利
用
を

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
の
案
内
に

従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、

税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得

税
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。
作
成

し
た
申
告
書
は
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷

し
、
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
舞
鶴
税
務
署
（
☎

75
・
０
８
０
１
）
へ
。

　「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（e

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

-Tax

）」
で
電
子
申
告
を
行
う

場
合
は
電
子
証
明
書
が
必
要
で
す
。

証
明
書
は
、
市
役
所
で
発
行
す
る
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
記
録
し
ま

す
。
発
行
に
は
、
印
鑑
と
写
真
付
き

身
分
証
明
書
な
ど
が
必
要
。

【
発
行
窓
口
】
市
民
課
、
西
支
所
市

民
・
年
金
係

【
発
行
時
間
】
９
時
～
16
時
30
分

【
手
数
料
】
５
０
０
円

▼
詳
し
く
は
、
市
民
課
（
☎
66
・

１
０
０
１
）
か
西
支
所
市
民
・
年

金
係
（
☎
77
・
２
２
５
２
）
へ
。

  

電
子
申
告
に
必
要
な
電
子
証
明
書

の
申
告
受
け
付
け

税
税の申告

　
市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
5
日
～
25
日
に
開
会
。
桐
野
正
明
氏
（
67

歳
、
倉
谷
＝
創
政
ク
ラ
ブ
議
員
団
）
を
議
長
に
、
岸
田
圭
一
郎
氏
（
56
歳
、

上
東
＝
新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団
）
を
副
議
長
に
選
出
。
平
成
26
年
度
の
一
般

会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
制
定
、
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
市
長
提
案
の

33
議
案
を
審
議
。
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
　
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

《
一
般
会
計
》

▪
第
４
号

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
伴
う
経

費
を
追
加
す
る
も
の
で
４
，
４
０
０

万
円
の
増
額
。

▪
第
５
号

　
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
有

害
鳥
獣
処
理
施
設
に
搬
入
す
る
ま
で

の
間
、
一
時
保
管
す
る
た
め
の
施
設

の
整
備
や
、
台
風
に
よ
り
定
置
網
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
漁
業
経
営
者

に
対
す
る
災
害
復
旧
支
援
な
ど
に
４

億
２
６
１
万
円
を
増
額
。

▪
第
６
号

　
国
家
公
務
員
に
お
け
る
取
扱
い
に

準
じ
、
本
市
議
会
議
員
お
よ
び
特
別

職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
に
支
給
す

一般会計補正予算（第５号）
の事業概要をチェック

事業概要 補正額

庁舎改修事業費 4,100 万円

府議会議員一般選挙経費 1,483 万円

農地集積・集約化推進事業費 183 万円

有害鳥獣被害防止対策事業費 630 万円

中丹地域有害鳥獣処理施設
一時保管庫整備事業費 1,280 万円

漁業災害復旧支援事業費補助金 700 万円

漁港海岸保全対策事業費 180 万円

舞鶴観光ブランドプロモー
ション戦略事業費 194 万円

施設整備事業費
（小学校） 430 万円

農地災害復旧事業費 190 万円

農業用施設災害復旧事業費 1,700 万円

道路橋りょう災害復旧事業費 1,300 万円

市議会

議
会
12
月
定
例
会

市

  

補
正
予
算

  

条
例

  

人
事

  

そ
の
他

▪
舞
鶴
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例

　
任
期
付
職
員
の
採
用
お
よ
び
給
与

の
特
例
に
関
し
規
定

▪
舞
鶴
市
一
般
職
の
非
常
勤
職
員
の

勤
務
時
間
、
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

　
一
般
職
の
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時

間
、
報
酬
等
に
関
し
規
定

▪
舞
鶴
市
臨
時
的
任
用
職
員
の
勤
務

時
間
、
賃
金
等
に
関
す
る
条
例

　

臨
時
的
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、

賃
金
等
に
関
し
規
定

▪
舞
鶴
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

職
員
の
給
料
表
お
よ
び
勤
勉
手
当

の
支
給
率
を
改
定

▪
舞
鶴
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
く
過
料
に
関
す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

く
過
料
に
関
し
規
定

▪
舞
鶴
市
子
育
て
交
流
施
設
条
例

　
舞
鶴
市
子
育
て
交
流
施
設
の
設
置

に
当
た
り
、
同
施
設
の
管
理
お
よ
び

運
営
に
つ
い
て
規
定

▪
舞
鶴
市
休
日
急
病
診
療
所
条
例
　

　
休
日
に
お
け
る
急
病
患
者
に
対
し

応
急
的
な
診
療
を
行
う
た
め
、
舞
鶴

市
休
日
急
病
診
療
所
を
設
置

▪
舞
鶴
市
の
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
家
公
務
員
の
取
り
扱
い
に
準
じ

期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
定

▪
指
定
管
理
者
の
指
定

※
下
表
の
と
お
り

▪
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
子
育
て
交
流
施
設
新
築
工
事
、
東

地
区
公
立
保
育
所
新
築
工
事
、
舞
鶴

市
総
合
文
化
会
館
改
修
工
事

▪
土
地
改
良
事
業
の
施
行

　
上
漆
原
、
西
方
寺
、
河
原
地
区
の

災
害
復
旧
事
業
の
施
行

▪
監
査
委
員
の
選
任

❖
山
本
治
兵
衛 

氏
（
40
歳
、
引
土

＝
創
政
ク
ラ
ブ
議
員
団
）

▪
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

❖
城
代
高
明 

氏
（
71
歳
、
別
所
）

❖
加
藤
喜
美
子 

氏
（
63
歳
、和
江
）

る
期
末
手
当
の
支
給
率
を
改
定
す
る

こ
と
に
伴
う
も
の
で
２
５
０
万
円
の

増
額
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
歳
入
・

歳
出
い
ず
れ
も
３
８
０
億
３
，
１
５

２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
特
別
会
計
》

❖
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
２

号
）
７
１
９
万
円
増
額
の
92
億
３
３

７
万
円 

❖
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第

1
号
）１
８
６
万
円
増
額
の
６
億
８
，

６
１
６
万
円 

❖
下
水
道
事
業
会
計

（
第
１
号
）
１
，
４
３
７
万
円
増
額

の
47
億
９
，
４
７
１
万
円 

❖
介
護

保
険
事
業
会
計
（
第
２
号
）
５
０
４

万
円
増
額
の
87
億
６
，
２
６
１
万
円 

❖
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
（
第

２
号
）
１
，
１
４
４
万
円
増
額
の
11

億
４
，
９
２
７
万
円

施設名 指定管理者 期間
公募 　舞鶴赤れんがパーク 　一般社団法人舞鶴観光協会 ５年

非公募

　舞鶴市南デイサービスセンター
　舞鶴市南在宅介護支援センター 　社会福祉法人大樹会 ３年

　舞鶴市加佐デイサービスセンター
　舞鶴市加佐在宅介護支援センター 　社会福祉法人成光苑 ３年

　舞鶴市中デイサービスセンター 　社会福祉法人安寿会 ３年

市の施設の指定管理者が決定
　期間は平成 27 年４月１日から３～５年間。各団体から提出された事
業計画などにより指定管理者選定委員会での審査を経て候補者を決定。
　市議会１２月定例会での議決を経て指定しました。

▪
市
道
路
線
の
認
定

　
下
安
久
地
区
、
七
日
市
地
区
の
路

線
を
認
定


